
1949年９月17日第三種郵便物認可 毎月10日発行 定価１部40円

We
build

strong
kids,strong

families,
strong

communities.
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
、家

族
の
強
い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社

会
を
築
き
ま
す
。

( 1 )

「
ふ
く
し
」

と
は
「
ふ
だ

ん
」
の
「
暮
ら

し
」
の
「
幸

せ
」
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
が
決

し
て
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
、

誰
も
が
福
祉
の
対
象
者
に
な
る

と
い
う
意
味
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。
▼
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
そ
の

１
３
０
年
に
及
ぶ
歴
史
の
中

で
、
福
祉
を
こ
と
さ
ら
意
識
し

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
賀
川
豊
彦
ら
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者

の
中
に
は
信
仰
に
基
づ
い
て
明

治
・
大
正
期
か
ら
社
会
事
業
を

始
め
た
人
や
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ

た
。
第
一
次
大
戦
の
戦
中
戦
後

と
い
う
時
代
を
反
映
し
て
、
対

象
は
貧
困
に
あ
え
ぐ
人
々
、
難

病
に
苦
し
む
人
々
、
障
が
い

者
、
孤
児
な
ど
で
あ
っ
た
。
現

在
は
大
き
な
施
設
や
団
体
と
な

っ
て
地
域
に
不
可
欠
な
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
い
。
▼
先
日
、
保
育

職
員
の
研
修
会
で
、
１
３
０
年

史
を
編
纂
し
た
元
副
総
主
事
の

齊
藤
實
さ
ん
か
ら
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
児
童
福
祉
と
ど
う
関
っ
て
き

た
か
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
戦
後
少
し
た
っ
て
か

ら
、
現
在
の
江
東
幼
稚
園
は

「
育
心
保
育
園
」
と
い
う
名
で

始
ま
り
、
齊
藤
さ
ん
が
園
長
の

職
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
。
１

９
５
１
年
と
い
う
か
ら
60
年
近

く
前
の
こ
と
で
あ
る
。
▼
弱
者

救
済
が
福
祉
の
中
心
だ
っ
た
時

代
か
ら
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
が
困
難
な
く
進
む
こ
と

に
目
標
を
置
く
の
が
現
代
の
福

祉
で
あ
る
。
今
や
私
た
ち
は
保

育
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
分
野

で
多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
意
識
は
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
萌
芽
は
す
で
に
60
年

前
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。

（
東
雲
児
童
館

佐
藤

健
）

２０１０年 ７月２０日 第677号（通巻1181号）

東京ＹＭＣＡの使命

東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。

発行所 東京キリスト教青年会 発行人 廣田光司
135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 電話 03-3615-5562 URL http://tokyo.ymca.or.jp
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「
若
人
の
熱
き
祈
り
は
、

百
年
の
歴
史
を
つ
づ
る
…

と
こ
し
え
の
希
望
に
燃

え
て

栄
あ
り
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

わ
れ
ら
ま
た
挙
り
て

起
た
ん
」

（
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歌
」
＝

淵
田
多
穂
理
）

◇
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
今

年
、
創
立
１
３
０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
１
３
０
年
の
長

き
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
た
運

動
・
団
体
は
青
少
年
団
体
に

限
ら
ず
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
明
治
13
年
（
１
８
８

０
年
）
に
生
ま
れ
た
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
「
新
た
な
時
代

を
切
り
開
く
気
概
に
満
ち
た

若
い
旧
幕
臣
」
（
「
１
３
０

年
の
歩
み
よ
り
」
）
や
牧
師

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
創
立
者
た
ち
は
実
に

「
日
本
を
背
に
負
っ
て
立
つ

気
概
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歌
に
表
現

さ
れ
て
い
る
〝
若
人
の
熱
き

祈
り
〟
と
〝
と
こ
し
え
の
希

望
〟
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
開
花
さ

せ
、
こ
こ
ま
で
発
展
の
道
を

た
ど
っ
て
き
た
と
言
え
ま

す
。◇

そ
の
時
々
の
社
会
の
必

要
に
応
じ
て
姿
を
変
え
て
い

く
こ
と
を
齊
藤
實
氏
は
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
機
関
紙
『
資
料

室
の
窓
か
ら
』
で
「
蛻
変
」

（
ぜ
い
へ
ん
）
と
表
現
し
て

い
ま
す
。

◇
時
に
は
財
政
的
な
困
難

の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ

の
尊
い
働
き
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
単

な
る
事
業
体
で
は
な
く
会
員

に
よ
る
運
動
体
と
し
て
、
ま

た
キ
リ
ス
ト
教
団
体
と
し
て

の
遺
伝
子
を
受
け
継
い
で
き

た
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
の
意

味
で
今
後
も
さ
ら
に
変
化
を

し
な
が
ら
神
様
の
国
を
建
設

し
て
い
け
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
そ
の
一
員
に
な
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
会

員
の
方
々
の
熱
い
想
い
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

6/7月号

創
立
１
３
０
周
年
記
念
感
謝
礼
拝

１
８
８
０
年
に
日
本
で
最
初

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
は
創
立
さ
れ
た
。
本
年
は

１
３
０
周
年
と
な
り
、
５
月
29

日
、
日
本
基
督
教
団
銀
座
教
会

で
１
３
０
周
年
記
念
感
謝
礼
拝

と
式
典
を
行
っ
た
。
当
日
は
１

５
０
人
の
会
員
、
関
係
者
が
集

い
、
銀
座
教
会
の
ご
好
意
に
よ

り
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
発
会
の
地

に
近
い
場
所
で
礼
拝
を
ま
も
る

こ
と
が
で
き
た
。

感
謝
礼
拝
は
、
司
会
を
河
本

晶
介
理
事
が
、
奏
楽
は
銀
座
教

会
音
楽
主
任
で
あ
り
、
長
年
Ｋ

Ａ
Ｙ
合
唱
団
の
奏
楽
を
さ
れ
て

い
る
草
間
美
也
子
氏
が
担
当
さ

れ
た
。
説
教
は
関
西
学
院
大
学

教
授
で
あ
り
本
会
常
議
員
の
山

本
俊
正
牧
師
が
行
っ
た
。

山
本
牧
師
は
「
イ
エ
ス
の
呼

び
か
け
に
応
え
る
」
と
題
し

て
、
ル
カ
福
音
書
の
「
人
間
を

と
る
漁
師
」
の
箇
所
を
用
い

て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
は
神
様

へ
の
応
答
の
歴
史
で
は
な
か
っ

た
か
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
メ
ソ
ジ
ス

ト
運
動
に
も
触
れ
ら
れ
た
。
英

国
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
が

形
式
的
な
信
仰
か
ら
心
溢
れ
る

信
仰
に
促
さ
れ
、
疲
弊
し
た
青

年
や
社
会
へ
の
積
極
的
な
関
わ

り
を
行
っ
た
こ
と
も
実
践
的
な

神
へ
の
応
答
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
経
験
則
か
ら
離
れ
、

御
言
葉
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
聴

き
、
価
値
の
転
換
を
図
る
こ
と

で
あ
り
、
信
じ
て
決
断
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
時
、
網
が
破

れ
る
ほ
ど
の
恵
み
が
与
え
ら
れ

る
と
語
ら
れ
、
お
お
い
な
る
励

ま
し
を
受
け
た
。

記
念
式
典
で
は
、
鈴
木
健
次

理
事
の
司
会
の
も
と
、
茅
野
徹

郎
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ
、
新
た

な
歩
み
を
踏
み
出
す
に
あ
た
っ

て
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
発
露
を

基
盤
に
、
会
員
運
動
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
か
し
、
寄
付
に
適
う

働
き
を
推
進
す
る
こ
と
を
強
調

さ
れ
た
。

ま
た
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助

会
会
長
・
橋
本
徹
氏
、
日
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
総
主
事
・
島
田
茂

氏
よ
り
も
祝
辞
を
受
け
た
。

続
い
て
、
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

１
３
０
年
の
歩
み
」
刊
行
に
あ

た
り
、
執
筆
に
あ
た
ら
れ
た
齊

藤
實
氏
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
史
学
会
理

事
長
、
元
本
会
副
総
主
事
）
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
「
『
東
京
キ

リ
ス
ト
教
青
年
会
百
年
史
』
に

引
き
続
き
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
資

料
室
と
と
も
に
こ
の
刊
行
に
た

ず
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

な
感
謝
で
あ
る
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
を
よ
く
理
解
し
、
誇
り
を
も

っ
て
か
か
わ
る
こ
と
へ
の
手
が

か
り
と
な
れ
ば
と
願
う
」
と
述

べ
ら
れ
た
。
併
せ
、
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
発
会
の
地
で
あ
っ
た
「
日

本
基
督
一
致
京
橋
教
会
」
が
銀

座
３
丁
目
に
あ
る
、
現
・
銀
座

並
木
通
郵
便
局
前
あ
た
り
で
あ

っ
た
こ
と
、
銀
座
伊
東
屋
の
裏

手
に
「
初
代
・
２
代
目
の
活
動

拠
点
」
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

話
さ
れ
た
。

最
後
に
廣
田
光
司
総
主
事
よ

り
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
職
員
・

戸
坂
昇
子
氏
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
伴
奏
に
よ
り
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

歌
」
を
一
同
斉
唱
し
、
熱
き
祈

り
を
胸
に
留
め
、
会
を
終
え

た
。（

副
総
主
事

本
田
真
也
）

創
立
者
た
ち
の
願
い
を
受
け
継
ぐ

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

会
員
部
・
新
運
営
委
員
長
に

笈

川

光

郎

氏

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
部
は
５
月
29
日
、
東
陽
町
セ
ン
タ
ー
で
「
第
８
回
会
員
大
会
」
を
開
催
し
た
。
（
関
連
記
事
５
面
）

今
年
度
、
会
員
部
運
営
委
員
長
・
小
原
武
夫
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
退
任
に
よ
り
、
新
運
営
委
員
長
に
笈
川
光
郎
氏
＝

写
真
＝
が
推
薦
さ
れ
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
運
営
委
員
は
笈
川
新
運
営
委
員
長
に
19
人
の
委
員
の
ほ
か
、
担
当
ス

タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
、
会
員
活
動
を
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

5･29

山
本
俊
正
牧
師

齊
藤
實
氏
と
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

１
３
０
年
の
歩
み
」

2010年5月29日 銀座教会

心あわせて 新たな一歩を共に踏み出す
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今
年
は
１
８
８
５
年
に
Ｓ

・
ダ
ッ
ド
レ
ー
が
北
米
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
初
め
て
キ
ャ
ン
プ

を
行
っ
て
１
２
５
周
年
に
な

る
。
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
も
記
念
の
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
７
月
14
日
に

行
な
っ
た
。

キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
っ
た
19

世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
は
産

業
革
命
が
起
こ
り
、
内
外
の

戦
争
も
起
こ
っ
て
い
た
。
キ

ャ
ン
プ
を
す
る
場
と
い
え
ば

戦
場
で
あ
り
、
世
間
で
は
戦

場
に
行
く
少
年
た
ち
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
キ
ャ
ン

プ
、
ま
た
戦
争
で
傷
つ
い
た

少
年
た
ち
の
更
生
の
場
と
し

て
の
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
意

味
合
い
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
敢
え

て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基

づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と

体
と
精
神
の
成
長
を
目
的
と

し
た
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。

１
８
８
５
年
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
世
界
で
始
め
て
の

室
内
温
水
プ
ー
ル
が
で
き
た

年
で
も
あ
る
。
当
時
ア
メ
リ

カ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
標
語
に

「
Ｍ
ｕ
ｓ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ

Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
ｉ
‐

ｔ
ｙ
」
（
筋
肉
の
キ
リ
ス
ト

教
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

土
曜
日
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ジ
ム

や
プ
ー
ル
に
行
っ
て
体
を
鍛

え
、
日
曜
日
は
教
会
で
聖
書

を
学
び
精
神
と
肉
体
を
鍛
え

よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
で
な
く
、

体
育
の
分
野
全
般
に
お
い
て

も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た
。

１
８
９
１
年
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
主
事
養
成
校
で
あ
っ
た
、

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
大

学
の
教
授
・
Ｌ
ｕ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

・
Ｇ
ｕ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
氏
が
、

「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
」
「
Ｍ
ｉ

ｎ
ｄ
」
「
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
」
を
表

し
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
赤
三
角
を

提
唱
し
た
。

彼
は
宣
教
師
の
息
子
で
あ

り
、
両
親
の
日
本
宣
教
に
同

行
し
た
経
験
も
あ
る
。
当
時

慣
れ
な
い
海
外
生
活
で
体
を

壊
し
た
り
、
精
神
的
に
弱
っ

て
し
ま
う
宣
教
師
も
多
く
、

心
と
体
が
強
く
な
く
て
は
宣

教
は
で
き
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
体
育
の
分
野
に
転

向
し
て
行
く
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
」
「
Ｍ

ｉ
ｎ
ｄ
」
「
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
」
と

い
う
言
葉
は
有
名
で
あ
る

が
、
こ
の
言
葉
の
順
番
に
は

深
い
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社

会
の
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
中
心
の
体
育

教
育
の
中
に
あ
っ
て
、
Ｓ
ｐ

ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
・
Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
が
あ

っ
て
こ
そ
の
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
で
あ

る
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
社
会
に
対

し
て
発
信
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

キ
ャ
ン
プ
を
始
め

た
Ｓ
・
ダ
ッ
ド
レ
ー
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
キ
ャ
ン
プ
は
単
な
る
実

地
訓
練
の
場
で
は
な
く
、
心

を
こ
め
た
礼
拝
の
時
で
あ

り
、
物
事
を
真
剣
に
考
え
る

場
で
あ
っ
た
り
、
中
身
の
濃

い
体
験
の
場
で
あ
る
。
全
て

の
人
間
に
と
っ
て
良
い
も

の
、
純
真
で
楽
し
い
も
の
が

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
」
（
原

文
は
別
項
参
照
）

少
年
た
ち
を
戦
争
の
道
具

で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
い
て
育
て
よ
う
と

し
た
ダ
ッ
ド
レ
ー
の
強
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ

を
今
再
び
自
分
の
心
に
刻
み

つ
つ
２
０
１
０
年
夏
の
フ
ロ

ス
ト
バ
レ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行

っ
て
い
る
。

（
在
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

松
本
数
実
）

「
賛
助
会
年
会
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
」
を
７
月
15
日
に
東
陽

町
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
賛
助

会
員
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
34

人
が
出
席
さ
れ
た
。

第
１
部
、
茅
野
徹
郎
理
事
長

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
橋
本
徹

賛
助
会
会
長
（
前
ド
イ
ツ
証
券

株
式
会
社
取
締
役
会
長
）
が
挨

拶
さ
れ
、
『
多
文
化
多
元
主
義

化
が
進
む
中
で
、
経
済
格
差
・

環
境
保
護
・
人
権
・
医
療
・
福

祉
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い

る
が
、
改
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
を
も
っ
て
、
共
に
生
き
る

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
絶
え

間
な
い
変
革
と
刷
新
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る

を
得
な
い
』
と
話
さ
れ
た
。

次
に
、
廣
田
光
司
総
主
事
か

ら
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
全
般

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
引

き
続
き
、
永
年
継
続
法
人
12
社

へ
の
表
彰
を
行
っ
た
。

第
２
部
は
勝
田
正
佳
常
議
員

会
議
長
に
よ
る
食
前
感
謝
、
河

本
晶
介
理
事
の
乾
杯
で
午
餐
の

ひ
と
時
が
始
め
ら
れ
た
。

途
中
、
職
員
・
村
上
祐
介
氏

（
会
員
事
務
局
）
に
よ
る
「
北

米
の
寄
付
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
、

北
米
に
お
け
る
一
般
企
業
及
び

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
寄
付
文
化
へ
の

試
み
を
映
像
と
デ
ー
タ
を
用
い

な
が
ら
紹
介
し
た
。

終
了
後
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

フ
ァ
ン
ド
へ
の
募
金
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
出
席
者
か
ら
２

万
１
０
０
０
円
の
ご
厚
意
が
寄

せ
ら
れ
た
。

皆
様
に
は
、
今
後
も
青
少
年

育
成
を
は
じ
め
、
地
域
活
動
や

国
際
協
力
事
業
な
ど
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
様
々
な
働
き
へ
の
ご

理
解
・
ご
賛
同
を
心
か
ら
お
願

い
し
た
い
。

（
賛
助
会
事
務
局

南
宮
成
一
）

「東京ＹＭＣＡの使命」を実現することが、地球市民的な秩序づくり
であると考え、東京ＹＭＣＡに集う自立した人々が「世界を見つめ、
地域に生きる」（Think Globally, Act Locally）思考を持って協働し、
その実現のための様々な活動を展開する。また、その推進に必要な
会員を増強し、賛助会事務局とも連携を取りながら、効果的な支援
体制の確立を図っていく。

１．社会のニーズに応える活動の開発と展開
地球規模で多様化・複雑化しつつある社会の中で、様々な困難な状
況にある
人々と共に歩むため、課題を見出し、解決するための活動を研究・
展開する。
①プログラム推進チームによる活動の開発と継続
②各コミュニティーセンターでの取り組みのモデルケースづくりと
旗振り

２．ボランティアの育成とネットワークの拡充
①東京ＹＭＣＡの活動紹介グッズ・ボランティア手引書（案内）の
作成
②広報媒体を積極的に活用し、ネットワークの拡充を図る。
・ＨＰの積極的な利用、メール・マガジンの効果的利用

③国際部と協働し、海外派遣・受入プログラムに積極的に参加す
る。

３．コミュニティー活動の展開
①地域の諸団体との協力の中で展開されている活動をバックアップ
する。

②行政・企業との連携を深め、協働の可能性を追求する。

４．交わりの場の拡大
①東京ＹＭＣＡに集っている人々に対し、プログラム参加の機会を
提供すると共に、意識高揚の場を設定する。
・会員大会、夏まつりの開催
・現状に適う形でチャリティーランを開催する。

②会員・スタッフが共通理解を持つための協議会を開催する。
・第4回ソシアス・フォーラムの開催

５．会員組織の基盤の確立
①会員活動を拡充するために、会員の増強を図る。
・会員拡大キャンペーンの実施
・プログラム参加者からの掘り起こし作業を行う。

②様々な活動を推進していくために会費以外に寄付の募集を行う。

“ The camp is not an ex‐

periment but is founded upon

earnest prayer, careful thought

and long experience. Everything

that is good, pure and jolly is

indulged in.”

９/４（土）渋谷駅前

参加ボランティア募集中

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
毎
年
９
月
に
渋
谷
駅
周
辺
で
、
『
国
際
協
力
一
斉
街
頭
募
金
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
会
員
や
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
通
う

子
ど
も
た
ち
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
協
力
し
て
募
金
を
呼

び
か
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

（
国
際
協
力
部
）

北
米
キ
ャ
ン
プ
１
２
５
周
年

2010年度 会員部重点計画
賛
助
会
年
会
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

永
年
継
続
12
法
人
を
表
彰

少
子
高
齢
化
と
医
師
不
足

東
京
大
学
名
誉
教
授

鴨
下
重
彦
氏

老
い
の
旅
路

社
会
福
祉
法
人
新
生
会
理
事

鈴
木
育
三
氏

（
各
１
部
２
０
０
円
）

午餐会双書

賛助会事務局

03-3615-5568

＊
各
界
著
名
人
に
よ
る
午
餐
会
で
の
卓
話
を
ま
と
め
た
双
書

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

前
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
総
主
事

山
田
公
平
氏

グ
ロ
ー
カ
ル
公
共
哲
学
の
地
平

東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

山
脇
直
司
氏

（
各
１
部
２
０
０
円
）

午餐会双書

賛助会事務局

03-3615-5568

＊
各
界
著
名
人
に
よ
る
午
餐
会
で
の
卓
話
を
ま
と
め
た
双
書

そ
れ
で
も
私
は
り
ん
ご
の
木
を
植
え
る

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授

小
原

信
氏

北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
日
韓

立
教
大
学
教
授

李

鐘
元
氏

（
各
１
部
２
０
０
円
）

午餐会双書

賛助会事務局

03-3615-5568

＊
各
界
著
名
人
に
よ
る
午
餐
会
で
の
卓
話
を
ま
と
め
た
双
書

＝
国
際
協
力
一
斉
街
頭
募
金
＝

９月２３日（木･祝）

走ることが、ボランティアに

詳細は4面参照
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会員活動＝ＹＭＣＡへの熱き思い

５
月
29
日
に
、
第
８
回
会
員
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
「
会
員
部
３
ヵ
年
計
画
」
が
実
施
さ
れ
、
発
足
９

年
目
の
２
０
１
０
年
度
は
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

使
命
実
現
へ
の
働
き
を
確
実
に
す
す
め
る
た
め
に
、
会
員
部
の
担
う
役
割
は
大
き
い
。
元
会
員
部
運
営
委
員
長
・
鈴
木
健
次

氏
、
前
委
員
長
・
小
原
武
夫
氏
、
そ
し
て
今
年
度
か
ら
委
員
長
を
務
め
ら
れ
る
笈
川
光
郎
氏
に
こ
れ
か
ら
の
会
員
部
に
つ
い

て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」
、
東
陽
町

セ
ン
タ
ー
の
「
陽
春
の
集
い
」

「
災
害
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
、

南
セ
ン
タ
ー
の
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
す

ず
ら
ん
会
」
、
山
手
セ
ン
タ
ー

―
会
員
部
発
足
か
ら
８
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
も
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
一
歩

を
踏
み
出
す
た
め
に
、
何
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。
会
員
部
の
未

来
像
を
描
き
な
が
ら
、
お
話
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木

３
ヵ
年
計
画
を
も
と

に
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
（
チ
ー
ム
）
が
行
っ
て
き

た
具
体
的
な
活
動
の
評
価
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

笈
川

先
日
行
わ
れ
た
会
員
大

会
の
報
告
で
も
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
チ
ー
ム
が
活
発
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。
会
員

部
が
目
指
し
て
き
た
も
の
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ー
ム

の
活
動
が
充
実
し
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

鈴
木

会
員
部
発
足
時
か
ら
、

そ
れ
を
第
一
義
と
し
て
検
討
・

実
施
を
し
て
き
た
も
の
が
、
形

に
な
っ
て
き
た
の
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

小
原

会
員
運
動
が
、
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ー
ム
で
新
し
い

形
と
な
っ
て
歩
ま
れ
始
め
た
の

は
、
私
た
ち
会
員
部
と
し
て
の

願
い
で
し
た
か
ら
。

―
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
を
目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
チ
ー
ム
中
心
の
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
東
京
セ

ン
タ
ー
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ

ッ
プ
作
成
」
や
「
音
訳
ボ
ラ
ン

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
が
地
域
の

活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
と

い
う
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、

西
東
京
の
よ
う
に
Ｈ
Ｐ
な
ど
で

興
味
を
持
っ
た
一
般
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
活
動
し
て
い
く
う

ち
に
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
増
強
の
面
か
ら
言
え
ば
、

そ
う
い
っ
た
新
し
い
形
も
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

鈴
木

そ
れ
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
の

で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
は
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
場
な
の
で
す
。
核
に
な
る
人

＝
会
員
が
い
れ
ば
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
は
じ
め
て
の
人
で
も
、
一
緒

に
楽
し
く
や
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
会
員
活

動
の
一
歩
で
す
。
最
初
に
会
員

部
を
立
ち
上
げ
た
時
に
は
、
地

域
で
行
わ
れ
て
い
た
活
動
を
、

一
旦
、
会
員
部
に
集
約
し
会
員

部
主
体
（
主
導
）
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

「
夏
ま
つ
り
」
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
」
「
新
春
の

つ
ど
い
」
な
ど
、
最
初
は
会
員

部
が
中
心
に
な
っ
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
軌
道
に
乗
り
、

活
動
が
安
定
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
ま
た
地
域
へ
戻
そ
う
と
い

う
こ
と
で
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
す
。

笈
川

会
員
大
会
で
も
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
報

告
の
比
重
が
多
く
な
り
ま
し
た

伺
っ
て
い
ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

の
活
動
が
楽
し
い
と
感
じ
て
も

ら
え
た
の
は
、
嬉
し
い
で
す

ね
。

小
原

各
活
動
が
非
常
に
発
展

的
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
と
て

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
を
八
王
子
の
盲
学
校

へ
寄
付
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

次
に
何
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
笈
川
さ

の
「
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
、
町

田
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
「
歌
声
ひ
ろ

ば
」
、
江
東
セ
ン
タ
ー
の
「
災

害
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
、
地

域
色
豊
か
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

笈
川

西
東
京
の
「
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
は
体
験
会
か
ら
発

展
し
て
『
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
』
と

い
う
サ
ー
ク
ル
に
な
り
、
初
め

て
参
加
さ
れ
た
方
々
が
趣
旨
に

賛
同
し
、
会
員
に
な
ら
れ
た
と

も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ー
ム

で
、
会
員
運
動
と
し
て
の
「
き

っ
か
け
づ
く
り
」
は
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
〝
楽
し
い
〟

と
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
え
る
働
き

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
西
東
京
の
場
合
、

「
音
訳
」
の
体
験
か
ら
実
践
へ

と
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
先
日

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朗
読
し
た

ん
が
話
さ
れ
た
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

行
う
こ
と
＝
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
こ
と
が
魅
力
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

鈴
木

コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
い
う

か
、
熱
心
な
会
員
＝
核
に
な
る

人
が
一
人
で
も
二
人
で
も
い
て

く
れ
れ
ば
、
活
動
は
続
い
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
会
員
活
動
は
、

よ
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

動
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
地
域
で

の
会
員
活
動
の
充
実
が
望
ま
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
原

タ
レ
ン
ト
性
で
言
え

ば
、
８
年
前
に
立
ち
上
げ
た
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

歌
の
会
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
す
ず
ら
ん

会
」
で
す
ね
。

会
員
の
小
川
圭
一
さ
ん
ご
夫
妻

が
そ
の
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
動
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
南

セ
ン
タ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
と
し
て
で
き
な
い
か
と
検

討
し
、
最
初
は
東
京
世
田
谷
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
試
し

な
が
ら
形
づ
く
っ
て
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

笈
川

今
で
は
都
民
教
会
や
東

京
町
田
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
「
歌
声
ひ

ろ
ば
」
、
そ
し
て
東
陽
町
の

「
Ｙ
わ
い
歌
の
広
場
」
へ
と
広

が
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

鈴
木

東
陽
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
で
も
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る

人
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
定
期

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

小
原

山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
「
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
で

も
、
近
隣
の
高
齢
者
を
中
心
に

歌
を
う
た
っ
た
り
、
体
操
を
し

た
り
、
お
話
を
し
た
り
、
と
て

も
盛
況
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

会
員
の
青
鹿
博
明
さ
ん
、
堀
内

浩
二
さ
ん
、
越
智
京
子
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
心
と
な
っ

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
会
員
活
動
が
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
で
広
が
り
を
も
っ
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
目
指
す

会
員
活
動
の
あ
り
方
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
域

で
望
ま
れ
る
新
し
い
活
動
が
始

め
ら
れ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

笈
川

一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し

て
、
昨
年
の
機
関
紙
「
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
」
６
月
号
の
会
員
特
集

座
談
会
に
登
場
さ
れ
て
い
た
、

高
橋
伸
氏
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

彼
は
、
毎
年
会
員
部
主
催
の

「
ソ
シ
ア
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
会
員
と
ス
タ
ッ
フ
の
会
）

で
、
新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
の
で

す
が
、
例
え
ば
、
会
員
に
な
る

前
の
勉
強
会
の
よ
う
な
形
と
し

て
何
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
え
な

い
で
し
ょ
う
か
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
面
白
い
で
す
し
、
老

人
養
護
施
設
な
ど
を
訪
問
し
た

り
、
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
く

中
で
、
社
会
貢
献
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
い
、
会
員
増
強
や

活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も

可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

小
原

そ
う
で
す
ね
。
企
業
の

方
々
、
特
に
若
い
社
員
の
方
々

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
く
と
う
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

企
業

と
し
て
は
社
会
貢
献
活
動
に
な

る
で
し
ょ
う
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
良
い
機

会
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
。

―
会
員
の
方
々
に
は
、
得
意
分

野
や
す
ば
ら
し
い
才
能
を
お
持

ち
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
８
３
０
人

の
会
員
の
多
様
な
タ
レ
ン
ト
性

を
発
掘
し
て
、
会
員
活
動
に
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
想
像
以
上
の
新
規
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
期
待
で
き
ま
す
ね
。

鈴
木

労
力
は
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
が
、
全
会
員
に
「
あ
な

た
は
何
が
で
き
ま
す
か
？
」

「
何
が
得
意
で
す
か
？
」
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
へ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
始
め
る
こ
と
が
急
務
で

す
。
例
え
ば
、
会
員
継
続
の
お

願
い
の
折
り
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
同
封
す
る
と
か
。

小
原

問
い
か
け
や
呼
び
か
け

方
も
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
ね
。
具
体
的
に
「
こ
ん

な
方
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
」

と
か
書
い
て
あ
っ
た
ら
、
反
応

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
会
員
部
で
は
、
○
○
が

で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
」
で
も
い
い
で
す
し
、
そ
の

よ
う
な
問
い
か
け
を
、
折
々
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

す
。
す
ぐ
に
は
形
に
な
ら
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
を

か
け
れ
ば
積
み
重
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

そ
う
で
す
ね
。
地
域
に

よ
っ
て
根
付
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

違
い
ま
す
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
、
具
体
的

に
問
い
か
け
て
も
い
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

笈
川

こ
れ
か
ら
は
団
塊
の
世

代
以
降
の
定
年
退
職
者
が
増
え

て
き
ま
す
か
ら
、
豊
富
な
人
材

が
支
援
者
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
し
、
タ
レ

ン
ト
の
発
見
が
会
員
活
動
の
展

開
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
会

員
の
方
の
中
に
も
、
諸
事
情
で

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
わ
り
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
方
も
大
勢
い
ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
。

鈴
木

会
員
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
今
、
登
録
さ
れ
て

い
る
会
員
の
中
で
も
、
ど
ん
な

方
々
が
、
ど
ん
な
思
い
を
持
っ

て
会
員
に
な
ら
れ
た
の
か
、
顔

の
見
え
な
い
方
も
多
く
お
ら
れ

ま
す
。
先
日
の
会
員
大
会
で

は
、
懐
か
し
い
人
に
た
く
さ
ん

お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
年
に
一
度
、
会
員
大
会
の

時
に
だ
け
お
目
に
か
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
に
な
ら

れ
て
、
会
員
大
会
に
も
お
見
え

に
な
れ
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

小
原

あ
る
会
員
の
方
は
、
日

ご
ろ
の
関
わ
り
は
リ
タ
イ
ア
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
東
京
Ｙ

の
会
員
だ
け
は
登
録
し
て
い
て

『
年
に
一
度
の
会
員
大
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
』

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

年
代
の
方
々
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

対
す
る
熱
い
想
い
は
あ
る
け
れ

ど
、
何
か
に
参
加
す
る
と
い
っ

た
実
質
的
な
活
動
に
は
関
わ
り

づ
ら
い
状
況
に
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
年
代
構
成
を

考
え
る
と
、
か
な
り
高
齢
化
し

て
き
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

鈴
木

日
常
的
に
活
動
に
参
加

す
る
の
は
無
理
で
も
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
一
年
に
一
度
『
行
っ

て
見
た
い
！
』
と
思
え
る
会
員

大
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

笈
川

た
と
え
一
年
に
一
度
で

も
、
“
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
行
け
ば
誰

か
に
会
え
る
”
と
い
っ
た
楽
し

い
場
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
で

す
。
大
会
の
趣
旨
以
上
の
成
果

に
な
り
ま
す
ね
。

―
会
員
の
方
か
ら
、
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
は
行
か
れ
な
い
け
れ
ど
、

毎
月
送
ら
れ
て
く
る
機
関
紙

『
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
』
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
。
機
関
紙
を
通
し
て
、

今
の
様
子
（
活
動
の
）
が
分
か

る
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
感
じ
ら
れ

る
の
だ
と
。
毎
号
、
活
動
を
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、
分
か
り

や
す
く
掲
載
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

（
４
面
へ
）

鈴木健次氏

小原武夫氏

笈川光郎氏

新委員長へバトンタッチ

会
員
部
の
未
来
は･･･
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（
３
面
よ
り
）

小
原

か
つ
て
若
い
頃
（
60
～

70
年
く
ら
い
前
か
ら
）
、
活
発

に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
活
動
さ
れ
て
い

た
会
員
の
方
々
は
、
熱
い
想
い

が
ず
っ
と
強
く
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
ま
た
繋

が
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
っ
た
ら
と
考
え
ま
す
。

鈴
木

例
え
ば
、
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
の
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

か
つ
て
活
発
に
活
動
し
て
い
た

会
員
が
ま
た
、
気
楽
に
集
え
る

よ
う
な
会
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
か
ら
会
員

の
掘
り
起
こ
し
を
す
る
こ
と
も

大
切
な
要
素
で
す
。
ま
た
、
新

し
い
「
つ
な
が
り
」
が
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

笈
川

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

昔
に
活
躍
さ
れ
て
い
た
会
員
と

新
し
い
会
員
と
が
、
お
互
い
に

集
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
新

し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
興
き

て
、
会
員
活
動
も
さ
ら
に
活
発

に
な
る
か
と
。

小
原

会
員
が
同
じ
場
所
で
、

同
じ
と
き
を
一
緒
に
過
ご
す
場

を
増
や
し
て
い
っ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
今
の
時
代
、
そ
う

い
う
場
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か

つ
て
親
御
さ
ん
が
会
員
活
動
を

盛
ん
に
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
お

子
さ
ん
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
く
の
は
難
し
い
で
す
ね
。
皆

さ
ん
、
仕
事
が
お
忙
し
い
世
代

で
も
あ
り
ま
す
し･･

･

。

―
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
既
存
の
セ
ン
タ

ー
に
加
え
、
新
た
な
拠
点
も
含

め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
考

え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

鈴
木

か
つ
て
地
域
ブ
ラ
ン
チ

の
頃
、
ブ
ラ
ン
チ
ご
と
に
会
員

増
強
へ
向
け
て
、
具
体
的
な
目

標
を
立
て
、
取
り
組
ん
で
き
た

時
代
も
あ
り
ま
す
。

小
原

若
い
世
代
（
40
歳
代
）

の
人
た
ち
は
、
会
員
活
動
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
、
聞
い
て

み
た
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
そ
の
他

で
、
情
報
が
た
く
さ
ん
入
っ
て

く
る
時
代
に
あ
っ
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
活
動
が
ど
れ
だ
け
の
ア
ピ

ー
ル
力
が
あ
る
か･･

･

。

笈
川

あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
「
キ

ャ
ン
プ
参
加
を
決
め
た
動
機
」

を
保
護
者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

実
施
に
あ
た
っ
て
の
『
理
念
』

が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も

の
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
加
え
て
、
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
な
ど
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
が
分
か

る
よ
う
に
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿

し
た
り
と
Ｐ
Ｒ
努
力
を
し
て
い

ま
す
。
活
動
に
参
加
す
る
上

で
、
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
と
、
選
択
す
る
際
の
決
め
手

に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会

員
活
動
（
運
動
）
に
つ
い
て

も
、
同
じ
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
興

味
を
持
っ
て
下
さ
っ
た
方
が
、

ど
の
よ
う
な
会
員
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
れ
ば
、
会
員
増
強
の
部
分
で

は
強
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木

そ
の
時
々
で
時
代
に
あ

っ
た
方
法
を
取
り
入
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

働
き
に
お
い
て
も
、
新
し
い
拠

点
で
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た

っ
て
、
そ
の
地
域
に
適
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
調
査
・
研
究
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。
特
に
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

多
く
居
住
す
る
地
域
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
不
可

欠
だ
と
思
い
ま
す
し
、
横
の
つ

な
が
り
が
希
薄
だ
と
も
伺
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
家
族
同
士
の

つ
な
が
り
を
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
形
成

す
る
核
と
な
っ
て
、
地
域
活
動

を
広
げ
て
い
け
れ
ば
良
い
で
す

ね
。
ハ
ウ
ツ
ー
は
十
分
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
期
待
さ
れ
る
具

体
的
な
活
動
を
提
案
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
会

員
の
力
も
十
分
に
活
用
さ
れ
る

べ
き
で
す
。

小
原

新
し
い
活
動
を
展
開
す

る
に
は
、
核
＝
中
心
に
な
る
人

が
何
人
か
い
て
、
そ
こ
に
参
加

す
る
人
々
が
“
楽
し
い
！
”
と

い
う
こ
と
を
体
感
で
き
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

鈴
木

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
提
供
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
く
ま
で
〝
き

っ
か
け
づ
く
り
〟
で
あ
っ
て
、

そ
の
先
に
あ
る
「
子
育
て
支

援
」
や
「
青
少
年
健
全
育
成
」

等
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

何
を
ど
う
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
行
け
ば
、
何

か
あ
る
！
で
き
る
！
と
思
え
る

よ
う
な
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
発
展

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
幾
つ
も
つ

く
ら
れ
た
ら
、
よ
り
活
発
な
会

員
活
動
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

笈
川

か
つ
て
少
年
部
で
は
、

小
学
生
担
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。
や
は
り
核
に
な

る
人
が
い
て
、
皆
、
情
熱
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

ね
。
そ
こ
か
ら
会
員
に
な
り
、

今
は
そ
の
延
長
上
で
会
員
活
動

を
継
続
さ
れ
て
い
る
例
も
多
々

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

小
原

現
在
と
は
少
し
関
わ
り

方
が
違
う
感
じ
を
受
け
ま
す

ね
。
時
代
背
景
や
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
違
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
齊
藤
實
氏
が
執
筆
さ
れ
た

『
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
１
３
０
年

史
』
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
「
明
治
維
新
後
、
気
概
に

満
ち
た
若
い
旧
幕
臣
た
ち
は
、

築
地
な
ど
の
外
国
人
居
留
地
で

宣
教
師
に
学
ぶ
機
会
を
得
て
い

た
」
そ
う
で
す
。
今
、
若
者
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
活
を
し
っ

か
り
整
え
て
い
く
た
め
の
方
法

を
得
る
方
向
に
向
い
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

元気なＹＭＣＡを目指して
鈴
木

公
益
法
人
制
度
改
革
が

進
む
中
で
、
組
織
体
系
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
も
、
基

本
的
な
会
員
活
動
自
体
は
変
わ

ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
変
化

し
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
思

う
の
で
す
。

―
「
公
益
法
人
制
度
改
革
」
で

は
公
益
財
団
法
人
に
寄
付
優
遇

制
度
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と

に
併
せ
（
財
団
法
人
は
）
会
員

制
度
を
備
え
る
こ
と
も
積
極
的

に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
的

に
賛
同
し
、
会
費
を
払
い
、
可

能
で
あ
れ
ば
活
動
に
参
加
す
る

と
い
っ
た
会
員
が
い
る
こ
と

は
、
市
民
評
価
を
得
て
い
る
と

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
見

方
が
根
付
け
ば
良
い
と
思
い
ま

す
し
、
ま
さ
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動

の
基
盤
の
会
員
制
度
と
重
な
り

ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
は
、

ま
す
ま
す
会
員
制
度
を
大
切
に

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

笈
川

私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

い
た
時
は
場
所
が
な
く
（
東
京

―
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
、
地
域
ご
と
に

家
を
借
り
て
、
皆
が
そ
こ
に
集

っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
場
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
計
画
な
ど
も
行
わ
れ
、

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）
な
ど
に
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
い
か

に
費
用
を
か
け
ず
に
活
動
を
行

っ
て
い
く
か
を
考
え
た
結
果
、

そ
の
よ
う
な
活
動
形
式
に
な
っ

た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
駐
在
し
て
い
る

日
本
人
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
が
広
が
っ
て
、
父
親
同

士
が
仲
良
く
な
り
、
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
借
り

て
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
り
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。

―
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、

固
定
概
念
に
捉
わ
れ
ず
、
本
質

的
な
部
分
で
の
会
員
活
動
（
運

動
）
の
あ
り
方
を
見
つ
め
な
お

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

会
員
大
会
を
は
じ
め
、
多
く

の
会
員
が
一
堂
に
会
す
場
を
充

実
さ
せ
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
働

き
の
情
報
開
示
も
含
め
て
、
会

員
と
ス
タ
ッ
フ
が
意
見
交
換
を

し
た
り
、
相
互
が
コ
ミ
ッ
ト
で

き
る
よ
う
な
場
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

会
員
大
会
の
あ
り
方
を

は
じ
め
と
し
て
、
会
員
と
ス
タ

ッ
フ
の
交
流
（
闊
達
に
意
見
交

換
す
る
）
の
場
を
つ
く
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
ど
の
議

論
を
、
会
員
部
運
営
委
員
会
で

な
さ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
会

員
部
発
足
時
、
運
営
委
員
会
は

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
働
部

隊
で
あ
り
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
運
営
実
施
が
軌
道
に
乗

っ
た
時
点
で
、
そ
の
役
割
は
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ー
ム
へ
移

管
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
３

ヵ
年
計
画
の
実
施
を
終
え
た

今
、
会
員
部
運
営
委
員
会
は
会

員
活
動
の
方
向
性
を
考
え
る
場

で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

小
原

運
営
委
員
会
が
会
員
運

動
の
進
む
べ
き
道
を
示
せ
る
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

鈴
木

そ
れ
に
は
、
ス
タ
ッ
フ

も
会
員
の
発
言
を
聞
く
姿
勢
だ

け
で
な
く
、
議
論
し
あ
う
土
壌

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
日
常
で

学
ば
れ
て
い
る
「
小
集
団
活
動

の
あ
り
方
」
と
か｢

会
の
持
ち

方
」
な
ど
の
方
法
論
を
会
員
が

学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
社

会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
き

た
会
員
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
学
ぶ

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ス
タ

ッ
フ
が
会
員
を
育
て
、
会
員
が

ス
タ
ッ
フ
を
育
て
て
初
め
て
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
に
向
か
っ
て

共
に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

笈
川

私
も
運
営
委
員
会
が
、

会
員
活
動
の
方
向
性
を
示
せ
る

よ
う
に
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
（
各
自
が
自
由
奔
放
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
互
い
の

発
想
の
違
い
を
利
用
し
て
、
さ

ら
に
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
方
法
）
が
で
き
る
場
で
あ

れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
活
動

は
、
会
員
が
責
任
を
も
っ
て
関

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
現
場

で
、
仕
事
に
専
念
し
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
で
す
。
ワ
イ
ズ
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
自
主
的
に
独
立

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
よ
う

に
、
会
員
活
動
に
も
そ
う
い
っ

た
働
き
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今

は
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
膳
立
て
を

任
せ
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
担
っ
て
い

る
会
員
活
動
（
準
備
も
含
め

て
）
は
会
員
が
主
体
的
に
関
わ

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

―
今
年
度
か
ら
機
関
紙
「
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
の
発
送
を
会
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
サ
イ
ド
で
準

備
は
し
ま
す
が
、
作
業
全
般
は

会
員
の
方
々
が
担
わ
れ
て
い
ま

す
。
作
業
の
コ
ツ
な
ど
も
教
え

て
い
た
だ
き
、
仕
事
で
す
が
楽

し
い
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
を
現

場
で
担
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
を

支
え
る
、
ま
さ
に
そ
れ
が
会
員

活
動
な
の
で
す
。
会
員
を
も
っ

と
信
用
し
て
、
活
用
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

笈
川

昔
の
ブ
ラ
ン
チ
で
は
、

そ
の
仕
組
み
が
当
た
り
前
だ
っ

た
よ
う
な･

･
･

。
地
域
セ
ン
タ

ー
で
も
、
あ
る
領
域
で
は
会
員

個
々
の
働
き
が
十
分
に
活
か
さ

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の

部
分
を
増
や
さ
れ
な
け
れ
ば
会

員
も
育
っ
て
い
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
し
っ
か
り

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
も

ら
う
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、
会

員
部
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、

会
員
運
動
の
あ
り
方
を
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
造
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
有
意
義
な
ご
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
と
ス

タ
ッ
フ
が
共
に
働
き
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
関
わ
り
方
を
見
つ
め

な
お
す
機
会
を
持
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
、
会
員
部
の

未
来
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木

初
代
の
運
営
委
員
長
と

し
て
、
会
員
部
の
立
ち
上
げ
か

ら
関
わ
り
ま
し
た
が
、
在
任
当

時
は
、
全
て
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。
活
動
を
創
り
上

げ
て
い
く
過
程
で
い
つ
も
念
頭

に
置
い
て
い
た
の
は
『
よ
り
良

い
改
革
』
で
す
。
良
い
も
の
は

残
し
、
役
割
を
終
え
た
も
の
は

捨
て
る
と
い
っ
た
『
変
革
す
る

勇
気
を
持
つ
こ
と
』
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
会

員
活
動
と
い
う
の
は
、
変
化
・

進
化
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
時
代
に
合
っ
た
も

の
を
絶
え
ず
考
え
続
け
、
取
捨

選
択
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

小
原

初
代
運
営
委
員
長
の
意

見
に
同
感
で
す
。
活
動
を
広
げ

て
い
く
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

既
存
の
活
動
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ

て
、
義
務
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

は
本
末
転
倒
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
代
、
特
に
若
い
世
代
の

人
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
て
参
画

で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

見
つ
け
出
す
こ
と
が
大
切
で
す

し
、
ま
た
そ
の
段
階
に
来
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
よ
く
吟

味
し
て
、
新
た
な
会
員
活
動
へ

と
変
化
で
き
る
可
能
性
が
見
え

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
１
３
０

年
の
歴
史
の
中
で
、
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
会
員
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

＝
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
の
情
熱
や
思
い

を
若
い
世
代
へ
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

笈
川

会
員
運
動
の
意
味
を
よ

く
理
解
し
、
年
代
を
問
わ
ず
多

く
の
人
た
ち
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
た
く
さ

ん
の
素
敵
な
人
た
ち
と
の
交
わ

り
が
あ
り
、
人
が
人
と
し
て
大

切
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
若
い
人

た
ち
に
会
員
活
動
に
参
加
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
素
敵
な
人
に
出
会

い
、
体
験
を
通
し
て
楽
し
さ
を

分
か
ち
合
う
経
験
は
、
成
長
す

る
上
で
と
て
も
大
切
な
要
素
で

す
。
経
験
豊
か
な
会
員
と
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
会
員
と
ス
タ
ッ
フ
が

手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
会
員

活
動
を
活
発
に
行
い
、
元
気
な

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
な
る
よ
う
に
、
ま

た
こ
れ
ま
で
会
員
部
が
歩
ん
で

き
た
基
盤
を
活
か
し
な
が
ら
、

新
た
な
想
い
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西東京・音訳ボランティア
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新
緑
の
５
月
13
日
、
東
陽

町
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
お

年
よ
り
が
集
う
歌
の
会
『
Ｙ

わ
い
歌
の
広
場
』
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

毎
年
２
月
に
開
催
し
て
い

る
「
陽
春
の
集
い
」
の
一
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た

が
、
東
陽
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
チ
ー
ム
で
検
討
を
す
す

め
、
５
月
よ
り
毎
月
１
回
の

定
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

参
加
者
も
初
回
に
か
か
わ

ら
ず
高
齢
者
を
中
心
に
27
人

も
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
懐

か
し
い
歌
を
中
心
に
11
曲
を

歌
い
、
お
喋
り
し
、
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
っ
た
。

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
は
布
川
慶

子
さ
ん
、
司
会
に
は
岩
崎
有

子
さ
ん
が
ご
奉
仕
下
さ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌

に
合
っ
た
画
像
も
用
意
さ
れ

た
。
歌
に
ま
つ
わ
る
知
ら
れ

ざ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介
さ

れ
、
大
変
興
味
を
ひ
く
も
の

と
な
っ
た
。

ま
た
、
長
き
に
わ
た
り
歌

の
会
を
行
っ
て
い
る
、
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
す
ず
ら
ん
会
」

の
小
原
武
夫
氏
（
会
員
部
）

も
来
場
さ
れ
、
大
き
な
声
で

歌
っ
て
会
を
盛
り
上
げ
て
下

さ
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

毎
月
第
２
木
曜
日
（
８
月

は
お
休
み
）
午
後
２
時
か
ら

３
時
に
行
う
『
Ｙ
わ
い
歌
の

広
場
』
。
「
陽
春
の
集
い
」

を
通
し
て
生
ま
れ
た
地
域
と

の
交
流
を
い
っ
そ
う
深
め
る

も
の
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。

何
よ
り
、
参
加
さ
れ
る
方
々

が
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

集
い
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

こ
の
会
は
予
約
は
要
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
皆
様
、
ご
友
人

を
誘
っ
て
遊
び
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
（
東
陽
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
委
員

中
内
秀
子
）

東
陽
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

新
規
活
動
始
ま
る

『
Ｙ
わ
い
歌
の
広
場
』
で

楽
し
く
歌
お
う
、
楽
し
く
話
そ
う

年
度
で
８
回
目
を
数
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
、
委
員
長
・
運
営

委
員
を
は
じ
め
多
く
の
会
員

が
、
様
々
な
形
で
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
活

動
に
継
続
し
て
奉
仕
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
会
員

部
は
会
員
大
会
を
ス
タ
ー
ト
に

２
０
１
０
年
度
を
歩
み
は
じ
め

た
。
地
域
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に

望
ま
れ
る
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
広
報
室
）

５
月
23
日
～
28
日
、
東
陽
町

セ
ン
タ
ー
で
会
員
週
間
「
芸
術

祭
」
を
開
催
。

芸
術
祭
に
は
会
員
を
は
じ

め
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や

創
作
教
室
（
江
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
、
ｌ
ｉ
ｂ
ｙ

な
ど
53
人
、
59
点
の
作
品
が
出

展
さ
れ
た
。
水
彩
画
、
写
真
、

彫
刻
、
陶
芸
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
に
、
訪
れ
た
１
７

０
人
余
の
方
々
も
熱
心
に
見
入

っ
て
い
た
。

開
催
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
絵

５
月
21
日
、
明
治
安
田
生
命

「
Ｍ
Ｙ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
ホ
ー

ル
で
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
と
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
共

催
に
よ
る
「
愛
と
平
和
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１

０
」
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
「
木
管
五
重
奏
の
夕

べ
」
が
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人

以
上
の
来
場
者
が
フ
ル
ー
ト
、

オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
に
金
管
楽
器
の
ホ

ル
ン
が
加
わ
っ
た
混
成
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
楽
し
ん
だ
。

今
年
も
会
場
で
国
際
協
力
募

金
を
呼
び
か
け
、
寄
せ
ら
れ
た

17
万
６
２
７
４
円
は
全
て
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
募
金
に
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
。

廣
田
光
司
総
主
事
は
、
「
ご

寄
付
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
や
北
京

の
小
学
校
の
学
習
用
品
支
援
、

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
地
の
復

興
支
援
等
に
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
を
込

め
て
語
っ
た
。

ま
た
会
場
入
口
で
は
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
国
際
協
力
活
動
の
様
子

を
お
さ
め
た
写
真
な
ど
を
展
示

し
て
、
活
動
へ
の
理
解
と
協
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
２
０
０
１
年
か
ら
続
い
て

い
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
企

業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
実
現
し
、
よ
り
幅
広
い

層
の
人
々
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
国
際

協
力
活
動
へ
の
理
解
を
い
た
だ

く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。

（
国
際
協
力
部

菅
谷
淳
）

画
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
会
員

の
菅
谷
功
氏
に
よ
る
講
評
や
出

展
さ
れ
た
方
々
と
の
交
流
の
時

が
も
た
れ
た
。

今
年
も
開
催
に
あ
た
り
出
展

お預かりした募金 合計４, ５９７, ２６６円

●国際協力募金一般 3,505,052円
・バングラデシュの中等教育へ進学する子どもたちへの

奨学金

・バングラデシュＹＭＣＡ同盟へ発電機等を寄贈

・北京上鎮小学校の子どもたちへスポーツ用品、学習用品

をプレゼント

・東京ＹＭＣＡとソウルＹＭＣＡの小学生サッカー交流プ

ログラム開催

・海外プログラムへの青少年派遣（YMCA地球市民プロジ

ェクト／インドネシア・ジョグジャカルタワークキ

ヤンプ／パレスチナ・オリーブ収穫プログラム／

English Communication Project キャンプ）

・在日外国籍の方のための生活情報キット作成

・ボランティアによる日本語教室の活動支援

・ウクライナＹＭＣＡ、ハワイ島ＹＭＣＡの子どもたちと

の交流プグラム（手作りのクリスマスカードとプレゼ

ントの交換）

・バングラデシュサイクロン「アイラ」被災地復興活動支

援

・国際理解を深める教材等の購入、広報ツール作成

・日本ＹＭＣＡ同盟を通して実施される青少年育成や難民

支援等のプロジェクト支援

●アジア・太平洋地域被災地支援募金 263,312円
(台湾台風８号、フィリピン台風16号、ベトナム台風16

号、インドネシアスマトラ地震、サモア地震）

●ハイチ地震被災地支援募金 828,902円

・
設
営
・
受
付
等
、
多
く
の
会

員
や
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

お
支
え
い
た
だ
き
感
謝
で
あ
る

（
広
報
室
）

第
13
回
東
日
本
地
区
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
理
事
・
常
議
員
・
総
主
事
研

修
会
が
４
月
24
日
、
東
陽
町
セ

ン
タ
ー
で
10
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
よ
り
70

人
の
参
加
を
も
っ
て
行
わ
れ

た
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
16

人
が
参
加
し
た
。

主
題
講
演
は
坂
口
順
治
氏

（
本
会
元
常
議
員
・
名
誉
会

員
）
に
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

パ
ー

ト
２
」
と
題
し
て
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
。
事
業
デ
ザ
イ
ン
の
構
築

を
」
と
し
て
の
提
案
が
行
わ
れ

た
。第

１
に
、
生
き
甲
斐
を
求
め

る
教
育
事
業
（
継
続
的
生
涯
学

習
活
動
）
。
第
２
に
、
「
ユ
ー

ス
」
へ
の
支
援
活
動
が
い
の
ち

で
あ
る
。
第
３
に
、
Ｉ
Ｔ
社
会

に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
タ

ク
ト
の
大
切
さ
。
第
４
に
、
ス

タ
ッ
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
充

実
。
第
５
に
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
活
動
の
公
共
的
地
域
活

動
へ
の
拡
が
り
。
そ
し
て
第
６

に
、
複
数
法
人
運
営
に
よ
り
ニ

ー
ズ
へ
の
多
様
な
対
応
を
可
能

と
し
て
く
こ
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。
無
縁
社
会
や
若
者
へ
の
自

己
責
任
論
が
闊
歩
す
る
中
、
坂

口
氏
い
わ
く
触
媒
的
変
革
体
と

し
て
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
持
ち
味
を

再
確
認
す
る
と
き
と
な
っ
た
。

（
本
部
事
務
局
）

10
年
度
会
員
部
運
営
委
員

委
員
長

笈
川

光
郎

委

員

伊
藤

幾
夫

越
智

京
子

柿
沼

敬
喜

上
谷

謙
喜

神
谷

幸
男

小
松

重
雄

佐
藤

茂
美

佐
野

守

高
嶋
美
知
子

高
橋

伸

田
中

博
之

東
條
め
ぐ
み

中
塚

辰
生

中
村

周
三

布
上
征
一
郎

長
谷
川
あ
や
子

張
替

滋
夫

前
田

直
孝

蒔
田

敏
雄

会
員
週
間
芸
術
祭

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

作
品
59
点
並
ぶ

愛
と
平
和
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

国
際
協
力
募
金
＝
明
治
安
田
生
命
と
共
催

２
０
０
９
年
度
名
誉
会
員

森
井
利
夫

Ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｅ
ｒ

ｏ
ｆ

ｔ
ｈ
ｅ

ｙ
ｅ
ａ
ｒ

青
鹿

博
明

太
田

太

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ

ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｅ
ｒ

ｏ
ｆ

ｔ
ｈ
ｅ

ｙ
ｅ
ａ
ｒ

大
高

愛
（
山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

黒
澤

利
恵
（
江
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤

康
太
（
西
東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

櫻
井

遼
太
（
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
）

澤
村

奈
緒
（
東
陽
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

中
島

瑞
穂
（
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

5
月
18
日
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
・
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ

で
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
（
米
国

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
）
の
ア
カ
ペ

ラ

グ

ル

ー
プ

『R
e
d
h
o
t

a
n
d

b
l
u
e

o
f

Y
a
l
e

U
n
i
v
e
r
s
i

‐t
y

』
の
学
生

17
人
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ

ー
ト
を
東
陽
町
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、

キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
園
児
、
職

員
な
ど
約
１
２
０
人
が
参
加
、

約
1
時
間
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
4
月
に
Ｔ
Ｙ

Ｉ
Ｓ
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
で
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の

歌
と
ダ
ン
ス
を
覚
え
、
披
露
し

た
ば
か
り
。
ア
カ
ペ
ラ
で
マ
イ

ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
曲
が
始
ま

る
と
大
興
奮
で
、
体
を
揺
ら
し

な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
は
じ
け

た
。交

流
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
次
々

と
手
を
挙
げ
、
『W

h
e
r
e

d
o

y
o
u

p
r
a
c
t
i
c
e

?
』
（
ど

こ
で
練
習
し
て
い
る
の
？
）

『

I
s

i
t

a
f
i
r
s
t

t
i
m
e

t
o

v
i
s
i
t

J
a
p
a
n

?
』
（
日
本
に
来
る
の
は
初
め

て
な
の
？
）
な
ど
積
極
的
に
質

問
の
嵐
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
ア
カ
ペ
ラ
を
聞
く
の
は
も

ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生

と
直
接
話
す
良
い
機
会
に
な
っ

た
。こ

の
よ
う
な
外
部
と
の
交
流

や
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
が
行
っ
て
い
る
コ

ン
サ
ー
ト
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら

い
、
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
が
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し

て
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ

長
谷
川
博
子
）

５
月
29
日
、
東
陽
町
セ
ン
タ

ー
で
「
第
８
回
会
員
大
会
」
を

開
催
し
、
１
４
３
人
の
会
員
が

出
席
し
た
。
第
１
部
は
村
杉
克

己
運
営
委
員
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
は
じ
め
に
２
０
０
９
年
度

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
主
な
活
動
に

つ
い
て
廣
田
光
司
総
主
事
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。
会
員
部
活
動

で
は
、
小
原
武
夫
運
営
委
員
長

か
ら
、
09
年
度
全
般
報
告
と
10

年
度
会
員
部
重
点
計
画
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら

は
、
チ
ー
ム
担
当
委
員
が
１
年

間
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
、
地

域
で
取
り
組
む
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
紹
介
さ
れ
、
会
員
部
の

働
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
今
年

度
、
会
則
に
お
け
る
運
営
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
７
人
の
委

員
が
退
任
、
席
上
で
新
委
員
候

補
者
が
推
薦
さ
れ
、
20
人
（
再

任
12
人
、
新
任
8
人
）
の
委
員

が
選
出
さ
れ
た
。

名
誉
会
員
に
は
野
尻
学
荘

（
少
年
長
期
キ
ャ
ン
プ
）
の
メ

ン
バ
ー
で
１
９
８
７
年
か
ら
10

年
間
荘
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
ま

た
１
９
６
８
年
に
中
央
ブ
ラ
ン

チ
理
事
に
就
任
、
野
外
教
育
事

業
委
員
、
上
信
越
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
、
医
療
福
祉

専
門
学
校
運
営
委
員
を
歴
任
さ

れ
る
な
ど
、
多
分
野
に
わ
た
り

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
と
運
営

を
支
え
て
こ
ら
れ
た
森
井
利
夫

氏
が
推
挙
さ
れ
た
。

「
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
に
は
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

か
ら
推
薦
さ
れ
た
６
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
表
彰
さ

れ
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
オ
ブ

・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
は
、
会
員
の

青
鹿
博
明
氏
（
山
手
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
委
員
）
と
太
田
太

氏
（
西
東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
委
員
）
の
二
人
が
受
賞
さ

れ
た
。
青
鹿
氏
は
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
会
員
と
し
て
50
年
以
上
継

続
さ
れ
、
主
に
山
手
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
関

わ
ら
れ
、
最
近
で
は
地
域
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
「
わ
く
わ
く
サ
ロ

ン
」
の
運
営
を
担
う
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
。
太
田
氏
は
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
活
動
に
多
方
面
で
ご
奉
仕

さ
れ
、
最
近
で
は
西
東
京
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
講
師
と

し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

次
に
今
年
度
登
録
の
ユ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
へ
、

常
議
員
会
議
長
の
勝
田
正
佳
氏

か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

ま
た
勤
続
25
年
職
員
と
し
て
、

宮
崎
純
氏
（
オ
リ
ー
ブ
保
育
園

事
務
長
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

第
２
部
は
開
場
を
ウ
エ
ル
ビ

ー
に
移
し
、
懇
親
会
が
持
た

れ
、
会
員
と
ス
タ
ッ
フ
が
交
流

の
時
を
過
ご
し
た
。
ま
た
、
運

営
委
員
と
し
て
会
員
活
動
に
貢

献
さ
れ
、
09
年
度
で
任
期
満
了

と
な
っ
た
退
任
委
員
へ
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。
会
員
大
会
も
今

広
が
る
会
員
部
の
働
き

2009年度国際協力募金は、次の用途に用いられました

地
域
支
援
・
青
少
年
育
成
の
た
め
に

Ｙ
の
持
ち
味
再
確
認

坂
口
順
治
氏
が
講
演

東
日
本
理
事･

常
議
員
研
修

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ

米
国
大
学
生
が
ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サｰ

ト

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
じ
け
る

地域に求められるプログラムへ期待、会員同士の交流も

Youth volunteer of
the year

レ
ッ
ド
ホ
ッ
ト
＆
ブ
ル
ー
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